
書式第12号 (法第28条関係 )

事業名 事業内容 実施日時 実施場所

従事者

の人数

受益対象者

の範囲及び

人数

事業費

の金額

(千 円)

知的障害児ロ

者に関する調

査・提言事業

知的障害児口者が地域の

中で生活していく上で必要

な事、不便な事を調査し、

行政や一般市民に改革を

提言した。

目固 法人事務所

市役所

155名 市内知的障

害者と家族

2,000名

ｎ

〉

知的障害児・

者に対する正

しい知識の普

及・啓発事業

知的障害児口者とその家

族に必要な情報を伝える

ために会報を作成した。

また希望会員に電子メー

ル等で迅速に情報提供す

る。

親の会のパンフレットを関

連各所に配布した。

回７
　
　
　
　
間
　
　
　
　
間

年

　

　

　

年

　

　

　

年

法人事務所

関係先

155名

市民全般

市民

300名

153

令和4年度事業報告書

令和4年 4月 1日 から 令和5年3月 31日 まで

特定非営利活動法人 国分寺市手をつなぐ親の会

1事業の成果

① 幼児期・学齢期・成人期日高齢期の知的障害のある人の家族がもつ不安や悩みに応え、話し合い、学びあ

う機会をふやすために、新型コロナウイルス感染防止対策をしながら、成人部会、地区別懇談会、学齢部会

、土日懇談会の活動を行い、令和4年度成人を祝う会を開催した。

② 知的障害のある人の地域生活への支援体制が充実し、社会の理解が高まるように、関係機関・団体との

連携を強めるために、国分寺市には次年度予算への要望を行い、市議会各会派との懇談会等を行つた。ま

た市への要望が実り、移動支援ヘルパー養成研修が市から移動支援連絡会への委託となつたので、その

運営に協力した。

③ 講演会は、「知的・発達障害の方の加齢による変化とその支援」を開催した。当日約50名 が参加、録画配

信も行つた。

C)知的障害のある人が、地域で暮らし続けることができるように、その多様な特性に対応した生活の場を地

域につくるために、グループホーム勉強会を立ち上げ、市内の事業所との懇談等を行つた。

2事業の実施に関する事項



知的障害児・

者に対する余

暇支援事業

知的障害者に対する余暇

を支援するため、スポー

ツロ調理口音楽等趣味講座

などを主催した。

(アラジンという)

水曜日4回

土曜日 1回

福祉センター

公共施設

25名 知的障害者

25名

689

知的障害児・

者に対する余

暇支援事業

知的障害者に対する余暇

を支援するため、スポー

ツ・水泳口調理日外出などを

主催した。

(まあぶという)

毎週月曜日

毎月

水曜日3回

土曜日 4回

福祉センター

公共施設

多摩障害者

スホ
°
一ツセンター

市外

20名 知的障害者

31名

6,501

知的障害児・

者に対する社

会体験事業

家と職場口学校等だけの

生活になりがちな知的障

害児・者が体験を通して生

活を豊かにするために、

成人を祝う会を開催した。

年 1回 公共施設 25名 知的障害

児・者と家

族口関係者

25名

64

知的障害児0者を支援す

る社会福祉法人等との連

携および関係他団体との

協力・情報交換を図つた。

各団体

月1回程度

公共施設

福祉施設他

23名 福祉法人 B

関係団体

160名

103他の目的を

同じくする諸

団体との連

携、協力を図

る事業

年 1回 公共施設 15名 市民口会員

53名

34地域住民に

対する講演

会等による意

識啓発事業

知的障害児口者に関する

理解を深めるため、様々

なテーマで講演会を開催

し、地域住民の理解を図つ

た。



書式第 13号 (法第 28条関係 )

I 経常収益

1 受取会費
正会員受取会費

賛助会員受取会費

2 受取寄付金

受取寄付金

3 受取助成金等

受取地方公共団体補助金

受取共同募金分配金

4 事業収益

(1)知的障害児・者に対する余暇支援事業収益

(3)他の目的を同じくする諸団体との連携、

協力を図る事業収益
5 その他収益

受取利息

雑収益

経常収益計

Ⅱ 経常費用

1 事業費

(1)人件費

給与手当

福利厚生費

人件費計

(2)そ の他経費

訓練指導費

食費

行事経費

通信費

水道光熱費

旅費交通費

講師料

広告宣伝費

諸会費

会議費

渉外費

消耗品費

事務用消耗品費

備品消耗品費

地代家賃

保険料

謝礼金

研修費

租税公課

支払手数料

雑費

雑損失

その他経費計

事業費計

令和4年度 活動計算書

令和4年4月 1日 から 令和5年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人
の

単位 :円

111

462:500
「
′

ハ
∠
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3,999,000

2,330,000

146,000

98

936,478

4,089,000

2,476,000

93 76

6

4891500

111,000

4,912,210

287,637

24,339

62,646

382=464

140,162

21,726

261,000

20,291

86,100

22,000
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10,916

129,374

9,350

929,683

155,500

13,000

0

3,750

29,907

10,500

0

31 11

43 721

2.600,747

7,544,468



2 管理費

(1)人件費

給与手当

福利厚生費

人件費計

(2)そ の他経費

通信費

水道光熱費

旅費交通費

会議費

消耗品費

事務用消耗品費

備品消耗品費

修繕費

地代家賃

保険料

謝礼金

研修費

慶弔費

租税公課

賃借料

支払手数料

減価償却費

雑費

費用弁償

雑損失

その他経費計

管理費計

経常費用計

当期経常増減額

Ⅲ 経常外収益

管理部門繰入金

余暇支援事業繰入金

経常外収益計

Ⅳ 経常外費用

管理部門繰入金支出

余暇支援事業繰入金支出

経常外費用計

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

135,324

555

865
「
′ 333

135,879

94,370

0

0

22,110

0

847
165,056

0

0

0

0

10:107

10,000

3=900

0

191030

126,224

204,842

4071500

0

1,0631986

△ 642,257

597,567

597,567

△ 642,257

10,357,508

9,715,251

156,646

4401921

440,921

156,646

11



書式第 15号 (法第 28条関係)

令和5年度 貸借対照表

令和 5年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人

国分寺市手をつなぐ親の会

(単位 :円 )

科 口
Ｈ 金 □

10,933,

71,

1

11,198,192

1

ｎ
ｖ

ｎ
ｖ

ｎ
ｖ

176,650

11 37 842

451,865

1,180,290

27 436

1,659,591

591

10,357,508

△  642,257

9,715,251

1 842

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

未収金

前払費用

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

(1)有形固定資産

什器備品

有形固定資産計

(2)投資その他の資産

敷金

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

前受金

預 り金

流 動 負 債 合 計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計



6 28

令和 4年度  計算書類の注記

特定非営利活動法人
国会 幸 市 軍 ケ′

つ か ぐ親の会

1.重要な会計方針

計算書類の作成は、口0法人会計基準 (2010年 7月 20日  2011年 11月 20日 一部改正 NPO法人会計基準協議会)によっています。

(1)固定資産の減価償却の方法

減価償却は定額法によつています。

(2)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によつています。

2.事業別損益の状況

I 経常収益

1・ 受取会費

2.受 取寄附金

3.受 取助成金等

4.事 業収益

5.受 取利息

6.雑 収益

経常収益計

Ⅱ 経常費用

(1)人件費

給料手当

福利厚生費

人件費計

(2)その他経費

科 目

知的障害児・者
に対する正 しい

知識の普及 。啓
発事業

知的障害児。者に
対する余暇支援

事業

知的障害児・者に

対する社会体験
事業

その他の諸団体
と連携、協力を

図る事業

地域住民に対す
る講演会等によ
る意識啓発事業

事業部門計 管理部門 合計

130,000

81,000

3,789,000

2,330,000

14

705,478

489,500

111,000

4,089,000

2,476,000

98

936,478

130,000 6,905,492

60,000 30,000

4,912,210 135,

ｎ
Ｖ

ｒ
Э

ワ
ー

民

υ

7 35

478

492

489,500

30,00081,

4,089,

2,476,

80,000

146,000

4,912,210

31,511

8,102,076

5,047,

066
∩

ｖ

∩

Ｖ943 721 721 1 879 5.079.600



895

895 8777 103 237

895 22 763 380 △ 1 976 △  449 281 △ 642 257

訓練指導費

食費

行事経費

通信費

水道光熱費

旅費交通費

講師料

広告宣伝費

諸会費

会議費

渉外費

消耗品費

事務用消耗品費

備品消耗品費

修繕費

地代家賃

保険料

謝礼金

研修費

慶弔費

租税公課

賃借料

支払手数料

減価償却費

雑費

費用弁償

雑損失

その他経費計

経常費用計

119,328

12,131

21,436

287,637

24,339

19,671

258,260

140,162

5,968

231,000

4,000

22,000

7,688

107,938

9,350

929,683

155,500

3,750

28,710

10,500

15,758

86,100

977

30,000

4,160

220

287,637

24,339

62,646

382,

140,

21,

261,

20,

86,

22,

162

291

287,637

24,339

62,646

140,162

21,726

261,000

20,291

86,100

44,110

402

10,916

130,221

174,406

0

929,683

155,500

13,000

10,107

10,000

7,650

0

48,937

126,224

215,342

407,500

0

42,

4, 94,370 476,

９
日

ｎ
ｖ

４
‘

10,

129,

9,

22,110

847

165,056

10,1

1

3

402

91う
０

（
０

0

929,683

155,500

13,000

0

0

3,750

0

29,907

0

10,500

0

10,

3,

19,

126,

204,

407,

842

当



3.使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下のとお りです。

4.固定資産の増減内訳

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備考

東京都福祉保健財団 助成金

国分寺市教育委員会教育部
社会教育・スポーツ振興課 補助金

国分寺市

赤い羽根共同募金補助金

△ ユ
El口 |

0

0

0

0

3,490,000

209,000

300,000

90,000

3,490,000

209,000

300,000

90,000

0

0

0

0

＾
Ｕ

科 目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

合計

996,212

69,000 70,000

996,212

70,000

889,562 106,650

1.065。 212 70.000 69.000 1.066.212 889.562 176.650



書式第 17号 法 28条関係)

一
〓令和4 度 財産 銀

令和5年3月 31日 現在

特定非営利活動法人

口分寺市手をつなぐ親の会

( :円 )

日

I 資産の部
1流動資産

現金・預金

現金

普通預金

多摩信用金庫
三菱東京UFJ銀行

定期預金

多摩信用金庫
未収金

余暇支援事業未収金

前払費用

余暇支援事業前払費用
流 動 資 産 合 計
2固定資産

有形固定資産

什器備品

複合機

有形固定資産計

投資その他の資産計

敷金

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

10,687,1

922

244,960

71,725

193,405

430,659

9,075

12,131

13,500

1,166,790

6,214

20,232

990

11,198,192

資 産 合 計

負 債 合 計

11 7

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

未払金

給与

余暇支援事業消耗品購入代金

普及啓発事業未払金

前受金

正会員及び賛助会員会費

余暇支援事

預り金

雇用保険料

源泉所得税

余暇支援事業預り金

流 動 負 債 合 計

正

106.650

70,000

70.000

1,659,591

1,659,591

9_715_251



書式第 18号 (法第 28条関係)

令和4年度 年間役員名簿

令和4年  4月 1日 から    令和5年  3月  31日 まで

特定非営利活動法人国分寺市手をつなぐ親の会

役 名 氏   名 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事 森谷 孝子
令和4年4月 1日

令和5年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 珂部 由美
令和4年4月 1日

令和5年3月 31日

令和4年4月 1日

令和5年3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 柴田 洋爾
年 月 日

年 月 日

理事 中山 恵子
令和4年4月 1日

令和5年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 匠々木 久枝
令和4年4月 1日

令和5年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 晴水 多恵子
令和4年6月 1日

令和5年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 鳳田 明子
令和4年6月 1日

令和5年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 上杉 正一
令和4年6月 1日

令和5年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 中野 亜弓
令和4年6月 1日

令和5年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 尾原 英恵
令和4年4月 1日

令和5年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 岩本 聖子
令和4年4月 1日

令和5年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日



書式第 18号 (法第 28条関係)

令和4年度 年間役員名簿

令和4年  4月   1日から     令和5年  3月   31日 まで

特定非営利活動法人国分寺市手をつなぐ親の会

役 名 氏   名 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事 稲垣 明子
令和4年4月 1日

令和5年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

監事 神原 富美子
令和4年4月 1日

令和5年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

監事 栗原 裕子
令和4年4月 1日

令和5年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 阪田 美千代
令和4年4月 1日

令和4年5月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 茂野 久仁子
令和4年4月 1日

令和4年5月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 野本 良子
令和4年4月 1日

令和4年5月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

奪三 月 日

～ 年  月 日

年 月 日

～ 年 月 日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿
令和5年  3月  31日 現在

特定非営利活動法人 国分寺市手をつなぐ親の会

氏   名

1 森谷 孝子

2 阿部 由美

3 柴田 洋爾

4 中山 恵子

5 佐々木 久枝

6 清水 多恵子

7 員田 明子

8 上杉 正一

9 中野 亜弓

10 梶原 英恵

11 岩本 聖子

12 稲垣 明子


